
2021.3.31  　　　Z E N S H U G A K U R E N   K A I H Ō　

　　　　　　会　報 第  274 号　　　　　　会　報 第  288 号

令和２年度第５回理事会／全国支部長会　報告

　コロナ禍が続く中、令和 3 年 2 月 28 日（日）に令和 2 年度第 5 回理事会及び全国支部長会が  
オンラインにて開催されました。主な審議事項、報告事項など、その内容と配布された資料等に
ついて、以下ご報告します。

◆理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆全国支部長会　
第１号議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1) 令和 3 年度主要行事について
　令和 3 年度事業計画並びに収支予算承認の件及び　　 第 39 回全日本珠算技能競技大会
　資金調達及び設備投資の見込について　　　　　　　 オンライン開催について
第２号議案　諸規程の改定及び追加規程について　　　 第 49 回集合研修中止の件
第３号議案　新入会員承認の件及び鳥取県支部　　　(2) 検定試験施行マニュアル発行について
　廃止について　　　　　　　　　　　　　　　　　(3) 令和 3 年度検定試験処理日程

　上記の議案・議題に沿って、令和 3 年度事業計画・収支予算及び設備投資の案件等が、おおむね
原案通り承認されました。更に、諸規程の改定・追加規程の件や 8 名の学校連盟新入会員の承認等
の報告等がなされました。コロナ禍の終息が見通せない中で、学校連盟の諸行事の運営について活
発な討議・質疑が展開されました。その結果、主要行事の中で集合研修会は中止として、競技大会
については確実に実施できるオンラインでの開催となりました。また、検定試験に関わる施行マニュ
アルの改定・発行について、一部内容修正を検討の上、４月中に発行する旨の報告がされました。

支部長会質疑の様子

常任理事会審議の様子 理事会審議の様子
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１．総務関係

　（１）会員の状況

　（２）諸議会の開催（一部オンライン会議を予定）

　　　ア　総会の開催　　　　　　　　　年1回開催（6月）

　　　イ　理事会の開催　　　　　　　　年3回開催（5月、6月、2月）

　　　ウ　監査会の開催　　　　　　　　年2回開催（4月、11月）

　　　エ　常任理事会の開催　　　　    年8回開催 （必要に応じて随時開催）

　　　オ　全国支部長会の開催　　　    年1回開催（2月）

　（３）厚生事業

　　　ア　生徒安全会の運営

　　　イ　慶弔規程の運営

２．検定試験事業　（公益目的事業）（但し、珠算・暗算検定準3級以下は共益事業）

　（１） 全国珠算・暗算技能検定試験の実施　（文部科学省後援名義の申請を行う）

【珠算　：　1級～10級・段位】／【暗算　：　1級～10級・段位】

（級） （段位） （級） （段位）

令和3年 5月23日 第330回 第277回 第286回 第205回
（2021年） 7月25日 第331回 第278回 第287回 第206回

9月26日 第332回 第279回 第288回 第207回

11月28日 第333回 第280回 第289回 第208回

令和4年 1月23日 第334回 第281回 第290回 第209回
（2022年） 3月27日 第335回 第282回 第291回 第210回

　（２）全国算数能力検定試験の実施　（文部科学省後援名義の申請を行う）

年 月・日 回数

令和3年 6月20日 第80回
（2021年） 10月17日 第81回

令和4年 2月20日 第82回
（2022年）

令和３年度 （2021年度） 事  業  計  画　　

年 月・日
◆珠算 ◆暗算

前期

中期

後期

期

区 分 平成30年度末 令和元年度末 令和3年1.1

正 会 員 数 675名 665名 651名

賛助会員数 11名 11名 11名

計 686名 676名 662名

新 入 会 員 20名 13名 22名

退 会 会 員 37名 23名 36名
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　（１）第39回「全日本珠算技能競技大会」のオンライン開催　（文部科学省後援名義の申請を行う）

・　期  日　：　令和3年9月19日（日）

・　会　場　：　全国珠算学校連盟本部事務局及び各支部教場

・　参加者　：　選手約280名　（参考：令和元年度第38回参加者242名／第１部123名、第2部119名）

　（２）都道府県支部に対する珠算競技大会の支援

  支部珠算競技大会に対して後援と助成を行う

４．研修事業等　（公益目的事業）

　（１）第49回　全国珠算学校集合研修会の開催…中止

（当初の開催予定日　：　令和3年10月10日）　

（参考：令和元年度第48回参加者108名  於：福岡市） 

５．広報活動　（公益目的事業）

　（１）会報の発行

　　　　 機関誌「会報」の発行　（年4回 ： 6月、9月、1月、3月）

　　　　 発行部数 ： 800部×4回　＝　3,200部　（A4版 フルカラー印刷）

　（１）生徒募集用ポスター及び検定試験認定会場看板の配布（有料）

　（２）優秀生徒の表彰

　（３）検定協力優秀会員校の表彰（対象：年度ごと珠算・算数検定試験延べ受験者数200名以上）

　（４）検定協力優秀支部の表彰（上位5支部）

　（５）珠算教育名人位及び名誉段位(9～10段)及び一般教育段位(初段～8段)段位認定証の授与(年度末)

　（６）教員資格申請に対する資格認定証の交付

  （７）会員手帳の配布

  （８）支部ホームページ開設助成（＠30,000円×10支部）

７．珠算教育・算数教育に関する調査・研究事業  　（公益目的事業）

    　珠算教育・算数教育の振興をはかる目的のため、当連盟のホームページ等を利用して、そろばんの歴史や

　　　珠算教育の教育的効果などの情報を発信するほか、全国珠算学校集合研修会及び指導者研修会等で

　　　発表される内容をホームページ上に会報を通して掲載するなど、広く一般に珠算や算数教育の現状等を

　　　紹介し、珠算教育・算数教育の振興に寄与する。 

８．その他の事業

　（１）全国珠算教育団体連合会等の活動事業への参画

　　　ア　代表者会議への参加（年2回）

　　　イ　専門委員会への参加（年2～3回）

　　　ウ　珠算教育振興のための関係団体への働きかけ（随時）

６．学校経営対策事業

３．競技大会事業　（公益目的事業）
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と　き と　こ　ろ

令令和和33年年((22002211年年））

4月11日 本 部 事 務 局 決算監査会・常任理事会（オンライン）

5月 9日 本 部 事 務 局 常任理事会・決算理事会（オンライン）

5月23日 全 国 一 斉 珠算第330回、暗算第286回、珠段第277回、暗段第205回 検定試験

6月 6日 本 部 事 務 局 常任理事会・第60回通常総会（オンライン）

((全全国国珠珠算算学学校校連連盟盟創創立立6600周周年年記記念念式式典典　　延延期期))

6月20日 全 国 一 斉 第80回（前期） 全国算数能力検定試験

6月30日 「会報」第289号発行

7月25日 全 国 一 斉 珠算第331回、暗算第287回、珠段第278回、暗段第206回 検定試験

  9月19日 本 部 事 務 局

9月26日 全 国 一 斉 珠算第332回、暗算第288回、珠段第279回、暗段第207回 検定試験

9月30日 「会報」第290号発行

10月10日 埼 玉 第49回　 全国珠算学校集合研修会（中止）

10月17日 全 国 一 斉 第81回（中期） 全国算数能力検定試験

11月21日 本 部 事 務 局 中間監査会・常任理事会

11月28日 全 国 一 斉 珠算第333回、暗算第289回、珠段第280回、暗段第208回 検定試験

令令和和44年年（（22002222年年））

1月 1日 「会報」第291号発行

1月 9日 本 部 事 務 局 常任理事会

1月23日 全 国 一 斉 珠算第334回、暗算第290回、珠段第281回、暗段第209回 検定試験

2月20日 全 国 一 斉 第82回（後期） 全国算数能力検定試験

2月27日 本 部 事 務 局 常任理事会・理事会・全国支部長会

3月27日 全 国 一 斉 珠算第335回、暗算第291回、珠段第282回、暗段第210回 検定試験

3月31日 「会報」第292号発行

※都合により日程、会場等を変更することがあります。

主　　要　　行　　事　　　

令和3年度(2021年度） 主要行事の予定

　　第39回　　全日本珠算技能競技大会（オンライン開催）
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法　人　名：公益社団法人　全国珠算学校連盟
事　業　名：予算理事会

（単位：円）

法人会計

珠算暗算検定３級以上・
段位・算数検定・競技大

会・研修など

珠算振興の検定準３級
以下・生徒安全会・会
員相互活動事業・厚
生・表彰ほか 管理費

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 事業活動収益
      ①基本財産運用益
          基本財産利息
      ②特定資産運用益
          特定資産利息
      ③受取入会金
          入会金
      ④受取会費
          会費収益
      ⑤事業収益
          生徒安全会収益
          検定収益
          教育認定収益
        事業収益計
      ⑥受取負担金
          負担金収益
      ⑦雑収益
          受取利息収益
          雑収益
        雑収益計
     経常収益計

前年金額
   2. 経常費用
      ①事業費　
          役員報酬
          給料手当　
          福利厚生費　
          旅費交通費　
          通信運搬費　
          消耗什器備品費　
          消耗品費　
          印刷製本費　
          賃借料　
          諸謝金　
          光熱水料費　
          租税公課　
          旅費　
          負担金　
          委託費　
          作問関係費　
          会議費　
          給付金　
          会場費等
          減価償却費
          建物管理費　
          雑費　
        事業費　計
      ②管理費　
          役員報酬　
          給料手当　
          福利厚生費　
          会議費　
          旅費交通費　
          通信運搬費　
          消耗什器備品費　
          消耗品費　
          印刷製本費　
          光熱水料費　
          賃借料　
          保険料　
          諸謝金　
          租税公課　
          旅費　
          渉外費　
          慶弔費　
          建物管理費　
          減価償却費
          雑費　
        管理費　計
      経常費用　計

前年金額
        評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,038,490 △ 1,276,540 △ 110,930

収支予算書（損益ベース）

令和 3年  4月  1日 から令和 4年  3月 31日 まで

科　　　　目

公益事業 共益事業

合計



 第　288　号  2021.3,31 ZENSHUGAKUREN  KAIHŌ

（6）

法　人　名：公益社団法人　全国珠算学校連盟
事　業　名：予算理事会

（単位：円）

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 事業活動収益
      ①基本財産運用益
          基本財産利息
      ②特定資産運用益
          特定資産利息
      ③受取入会金
          入会金
      ④受取会費
          会費収益 △ 500,000
      ⑤事業収益
          生徒安全会収益
      　　検定収益 △ 12,729,200
          教育認定収益
        事業収益計 △ 12,729,200
      ⑥受取負担金
          負担金収益 △ 1,600,000
      ⑦雑収益
          受取利息収益
          雑収益
        雑収益計
     経常収益計 △ 14,809,200
   2. 経常費用
      ①事業費　
          役員報酬 △ 225,000
          給料手当　 △ 270,000
          福利厚生費　
          旅費交通費　 △ 2,377,000
          通信運搬費　 △ 100,000
          消耗什器備品費　
          消耗品費　
          印刷製本費　 △ 573,800
          賃借料　 △ 3,699,000
          諸謝金　 △ 850,000
          光熱水料費　
          租税公課　
          旅費　 △ 1,388,000
          負担金　
          委託費　
          作問関係費　
          会議費　 △ 100,000
          給付金　
          会場費等 △ 7,169,420
          減価償却費
          建物管理費　 △ 1,836,000
          雑費　 △ 453,000
        事業費　計 △ 16,411,670
      ②管理費　
          役員報酬　 △ 102,000
          給料手当　 △ 30,000
          福利厚生費　
          会議費　 △ 100,000
          旅費交通費　 △ 53,000
          通信運搬費　
          消耗什器備品費　
          消耗品費　
          印刷製本費　
          光熱水料費　
          賃借料　 △ 6,000
          保険料　
          諸謝金　
          租税公課　 △ 1,000
          旅費　 △ 112,000
          渉外費　
          慶弔費　 △ 200,000
          建物管理費　 △ 153,620
          減価償却費
          雑費　 △ 240
        管理費　計 △ 691,860
      経常費用　計 △ 17,103,530
        評価損益等調整前当期経常増減額 △ 110,930 △ 2,405,260

前年金額
(令和元年）

差額

収支予算書（損益ベース）
令和 3年  4月  1日 から令和 4年  3月 31日 まで

科　　　　目 予算額
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         令和 3年度全日本珠算技能競技大会要項について          
 
理事会・支部長会で事業計画の中で報告されておりますので、改めて大会の要項について以下ご報告 

いたします。令和 3 年度はオリンピック開催年のため、また、コロナ禍のため日程を 9 月 19 日に変更し

ておりますので、ご注意ください。また、個人総合と共に団体総合競技も実施され、各支部割当人数を越

えて 5 名まで出場が認められますので団体戦への出場が可能となりますので、併せてご報告します。 
 

第第 回回全全日日本本珠珠算算技技能能競競技技大大会会要要項項 抜抜粋粋

11.. 開開催催趣趣旨旨  

全国珠算学校連盟は、内閣府に認可された珠算教育の調査・研究並びに珠算教育の振興をはかること

を目的とする公益法人です。本競技大会は、世界に誇るそろばんを介した、日本の伝統的な計算文化の

一層の理解と、振興をはかると共に、会員相互の交流と教育技術の研鑚を目的として開催いたします。

今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を受け、Web 会議システム ZOOM を利用したオンラインで代

表選手が集う支部を繋ぎ、リアルタイムで競い合うという形で「第第 3399 回回  全全日日本本珠珠算算技技能能競競技技大大会会((オオ

ンンラライインン))」」を開催することになりました。珠算学校連盟にとって、初めての試みですが、本競技大会を

通じて珠算教育振興の一助となります様、関係各位のご支援とご協力を、心よりお願い申し上げます。 

22.. 主主 催催  公益社団法人 全国珠算学校連盟 

33.. 後後 援援 文部科学省（予定）ほか 

44.. 開開催催日日時時 令令和和 33 年年 99 月月 1199 日日（（日日））  午午前前 1111 時時（（予予定定））  

練練習習日日 令令和和 年年 月月 日日 日日 午午前前 時時（（予予定定））  

55.. 会会 場場 各各支支部部指指定定教教場場（（代代表表選選手手がが集集合合ででききるる場場所所）） 

66.. 参参加加資資格格 

(1) 珠算技術の向上に努め、大会出場を希望する方は自由に参加できます。 

(2) 但し、大会の運営管理を円滑にするために、連盟加盟校に所属する児童・生徒及び自由参加を希望する

方で、支部予選会において、次の要項により、選手として選出された方々とします。 

① 第一部（（小小学学生生以以下下のの部部））第二部（中学生以上の部）とする。 

② 団体競技の選手は各支部（都道府県）単位に選出する。 

③ 団体競技の支部代表選手は、第一部、第二部とも 3 名以上を単位とする。 

④ 各都道府県選手の人数は別表の通りとする。 

((33））今今回回ののオオンンラライインン競競技技大大会会ににかかぎぎりり、、イインンタターーネネッットト環環境境((有有線線))がが整整いい、、パパソソココンン（（カカメメララももししくくはは外外

付付けけカカメメララ搭搭載載））がが利利用用ででききるる会会場場をを用用意意ででききるる支支部部ととししまますす。。  

((44））大大会会中中にに支支部部代代表表選選手手のの成成績績をを「「EExxcceell」」((..xxllssxx 形形式式))ででメメーールルにに添添付付しし送送付付可可能能なな支支部部ととししまますす。。  

((55））音音声声をを会会場場全全体体にに伝伝わわるるよよううににででききるる環環境境ががああるるこことと。。((  読読上上算算競競技技・・読読上上暗暗算算競競技技ののたためめ  ))  

77.. 参参  加加  料料 

(1) 連盟加盟校に所属する者 11 名名 33,,000000 円円  

(2) 自由参加者   11 名名 55,,000000 円円 （但し、都道府県支部の許可を得ること。） 
 

88.. 競競技技はは個個人人総総合合競競技技、、各各支支部部団団体体総総合合競競技技（（都都道道府府県県））、、読読上上算算競競技技、、読読上上暗暗算算競競技技ををオオンンラライインンでで実実

施施ととすするる。((フフララッッシシュュ暗暗算算はは実実施施ししなないい)) 
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R4(2022)

55月月2233日日 77月月2255日日 99月月2266日日 1111月月2288日日 11月月2233日日 33月月2277日日 66月月2200日日 1100月月1177日日 22月月2200日日

330 331 332 333 334 335

　　　　　　　　　　      段位 277 278 279 280 281 282

286 287 288 289 290 291

　　　　　　　　      段位 205 206 207 208 209 210

作問期限 3/20 5/20 7/20 9/20 11/20 1/20 4/20 8/20 12/10

問題発注期限 4/10 6/10 8/10 10/10 12/10 2/10 5/10 9/10 1/10

教場申込〆切 4/25 6/25 8/25 10/25 12/25 2/25 5/20 9/17 1/20

支部内取りまとめ期限 各支部処理日程 各支部処理日程

支支部部かからら本本部部へへのの
受受験験者者数数報報告告期期限限

55//66 77//11 99//22 1111//22 11//66 33//33 55//2266 99//2277 11//2277

本部から業者へ
受験者数報告期限

5/7 7/2 9/3 11/4 1/7 3/7 5/28 9/29 1/28

業者から各支部へ
問題発送期限

5/10 7/5 9/7 11/8 1/11 3/9 6/1 10/1 1/31

問題支部到着 5/12 7/7 9/9 11/10 1/13 3/11 6/3 10/4 2/2

本部から業者へ
合格証書発注期限

5/20 7/20 9/20 11/20 1/20 3/20 6/10 10/10 2/10

（試験日） （5/23） （7/25） （9/26） （11/28） （1/23） （3/27） （6/20） （10/17） （2/20）

各各支支部部かからら本本部部へへ
合合格格者者数数報報告告期期限限

66//77 88//55 1100//88 1122//1100 22//44 44//88 77//55 1111//11 33//44

本部から業者へ
合格者数報告期限

6/9 8/6 10/12 12/13 2/7 4/11 7/7 11/4 3/7

業者から各支部へ
合格証書他発送期限

6/11 8/9 10/15 12/15 2/9 4/13 7/10 11/8 3/9

合格証書各支部着期限 6/14 8/12 10/18 12/17 2/14 4/15 7/12 11/10 3/11

各支部から本部へ
段位～3級／算数
答案発送期限

66//77 88//55 1100//88 1122//1100 22//44 44//88 77//55 1111//11 33//44

本部にて
答案審査会（予定）

6/9 8/10 10/13 12/15 2/9 4/13 7/7 11/10 3/9

１．受受験験者者数数報報告告（（支支部部かからら本本部部へへ））　　：：　　教場で申し込み締切後11週週間間以以内内に報告

２．問問題題発発送送（（業業者者かからら支支部部へへ））　　　　　　　　：：　　検検定定日日のの22週週間間前前に必着

３．合合格格者者数数報報告告（（支支部部かからら本本部部へへ））　　：：　　検検定定日日後後22週週間間以以内内に報告　（（同同時時にに、、段段位位申申請請書書をを本本部部へへ発発送送））

４．合格証書の発送（業者から支部へ） 　：　合格者数報告書受領後順次発送

５．合格証の名入れ　：　級＝各支部で名入れ、段位＝業者にて名入れ後発送　(※段位の発送は、翌月にずれる場合あり。)

　　※支部で、従来通り段位賞状に名入れをする場合は、合格者数報告書の通信欄にその旨明記してください。

６．答答案案回回収収・・審審査査会会ににつついいてて：：

・検定試験実施後2週間以内に支部から一括して本部へ発送する　（答案と成績表兼証書授与台帳を一緒に発送）

・検定試験答案回収後、本部にて支部からの答案を抜き取り、再審査。審査結果を検定委員長に報告。

　種目10段合格の答案はすべて再審査し、合否を該当支部へ連絡しますので、各支部は審査結果を受領後、生徒へ合否を連絡する事。

（採点上、是正が必要な事項があれば、その都度検定委員長より該当支部へ連絡。）

公公益益社社団団法法人人　　全全国国珠珠算算学学校校連連盟盟

・本部へ発送する答案 ： 珠算・暗算の段段位位・・11級級・・準準11級級・・22級級・・準準22級級・・33級級及び算算数数検検定定    （種目10段合格の答案は段位申請書と同じ封筒に入れて送付）

第82回

受受
験験
者者
数数
報報
告告

【注意事項】

問問
題題
発発
送送

合合
格格
者者
数数
報報
告告

答答
案案
回回
収収

令和3年度 珠算･暗算検定／算数検定 処理日程

作作問問関関係係／／受受験験者者数数報報告告／／問問題題発発送送／／合合格格者者数数報報告告／／合合格格証証書書発発送送／／答答案案回回収収・・審審査査会会　　処処理理日日程程　　R3.2.28

作作
問問
関関
係係

珠算検定回数　      級

暗算検定回数　    級
第80回 第81回

検定種類
珠珠算算・・暗暗算算検検定定試試験験 算算数数検検定定試試験験

R3(2021) R4(2022) R3(2021)

試試験験日日

　令和3年2月28日に開催されました、支部長会におきまして、報告・確認されました、令和2年度の各種検定試験の処理日程について、
予定表を掲載し、ご報告いたします。新年度も、検定試験実施につき、処理日程を参考にご協力頂きたく、よろしくお願いします。
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業
務

委
託
契
約

書

学
校

連
盟

の
公

益
法

人
へ

の
移

行
後

平
成

25
年

度
よ

り
本

部
と

支
部

の
間

で
、

検
定

試
験

実
施

に
関

す
る

業
務

委
託

契
約

を
結

ん
で

お
り

ま
す

が
、
令

和
3
年

度
に

つ
き

ま
し

て
は

、
昨

年
度

同
様

、
業

務
委

託
料

の
設

定
方

法
に

従
い

、
改

定
後

の
検

定
受

験
料

を
基

に
、
改

め
て

業
務

委
託

契
約

書
を

か
わ

し
ま

す
。

3
月

中
旬

に
は

詳
し

い
ご

案
内

と
共

に
契

約
書

を
お

送
り

し

ま
す

の
で

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
参

考
ま

で
に

新
年

度
の

契
約

書
の

ひ
な

形
を

掲
載

い
た

し
ま

す
。

 

  
業

務
委

託
契

約
書

 
公

益
社

団
法

人
全

国
珠

算
学

校
連

盟
（

以
下
「

甲
」
と

い
う

）
と

全
国

珠
算

学
校

連
盟

〇
〇

県
支

部
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

）

は
、

甲
が

主
催

す
る

検
定

試
験

事
業

に
つ

い
て

、
次

の
通

り
契

約
（

以
下

「
本

契
約

」
と

い
う

）
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）

 
第

1
条

甲
お

よ
び

乙
は

本
契

約
に

よ
り

、
全

国
珠

算
技

能
検

定
・
全

国
暗

算
技

能
検

定
・
全

国
算

数
能

力
検

定
試

験
事

業
（

以

下
「

検
定

試
験

」
と

い
う

）
の

円
滑

な
運

営
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

（
業

務
内

容
）

 
第

2
条

本
契

約
に

基
づ

き
甲

が
乙

に
委

託
す

る
業

務
内

容
は

、
下

記
の

通
り

と
す

る
。

 
検

定
試

験
受

付
業

務
、

検
定

試
験

実
施

及
び

採
点

業
務

、
検

定
試

験
結

果
報

告
及

び
答

案
用

紙
の

発
送

、
 

及
び

こ
れ

ら
の

事
項

に
付

随
す

る
業

務
。

 
（

業
務

委
託

料
及

び
支

払
い

方
法

）
 

第
3
条

甲
が

乙
に

支
払

う
業

務
委

託
料

及
び

支
払

方
法

は
、

次
の

通
り

と
す

る
。

 
1

業
務

委
託

料
は

、
別

表
の

通
り

と
す

る
。

 
2

乙
は

、
検

定
試

験
受

験
料

預
り

金
か

ら
当

該
委

託
料

を
差

し
引

い
て

、
残

額
を

甲
の

指
定

す
る

口
座

に
当

該
検

定
試

験
実

施
日

ま
で

に
振

込
む

も
の

と
す

る
。

 
（

費
用

負
担

）
 

第
4
条

委
託

業
務

遂
行

に
必

要
な

費
用

は
原

則
と

し
て

乙
の

負
担

と
す

る
。
た

だ
し

、
甲

の
負

担
と

す
る

こ
と

を
事

前
に

甲

が
承

諾
し

た
費

用
に

つ
い

て
は

甲
の

負
担

と
す

る
。

 
（

機
密

保
持

）
 

第
5
条

甲
お

よ
び

乙
が

、
本

契
約

履
行

に
関

し
て

知
り

え
た

機
密

情
報

を
本

契
約

履
行

目
的

以
外

に
使

用
し

て
は

な
ら

な
い

も
の

と
す

る
。
ま

た
、
機

密
情

報
を

他
人

に
漏

ら
し

て
は

な
ら

な
い

も
の

と
す

る
。
本

規
定

は
、
本

契
約

期
間

の
終

了
後

お
よ

び
本

契
約

解
除

後
も

同
様

と
す

る
。

 
（

個
人

情
報

管
理

）
 

第
6
条

甲
お

よ
び

乙
は

、
検

定
試

験
実

施
に

関
し

て
取

り
扱

う
受

験
生

の
個

人
情

報
に

つ
い

て
、
取

り
扱

い
に

は
十

分
留

意

す
る

と
と

も
に

、
業

務
目

的
以

外
に

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。
ま

た
、
第

三
者

に
開

示
、
漏

洩
し

て
は

な
ら

な
い

も

の
と

す
る

。
 

      

 （
解
除
）

 
第

7
条

甲
お
よ
び

乙
は
、
相

手
方
の
責

に
帰
す

べ
き
事

由
に

よ
り
、
本

契
約
の

一
部
ま

た
は

全
部
の
履

行
が
で

き
な
い

と
き

、

又
は
履
行

が
困
難

と
判
断

し
た

と
き
は
、

本
契
約

を
解
除

す
る

事
が
で
き

る
。

 
（
損
害
賠

償
）

 
第

8
条

甲
及
び
乙

は
、
本

契
約
の
定
め

る
条
項

に
違
反

し
、
相
手
方
に

損
害
を

与
え
た

場
合

は
、
甲
乙

協
議
の

上
、
相

手
方

が
被
っ
た

損
害
の

賠
償
を

請
求

す
る
こ
と

が
で
き

る
も
の

と
す

る
。

 
  （
有
効
期

限
）

 
第

9
条

本
契
約
の

期
間
は

、
令
和

3
年
４

月
１
日

か
ら

令
和

4
年

3
月

31
日
ま
で

と
す

る
。

 
（
契
約
の

更
新
）

 
第

10
条

契
約
満
了

日
の

３
カ
月
前
ま

で
に
甲

、
乙
い

ず
れ

か
の
意
思

表
示
の

な
い
場

合
は

、
従
前
と

同
一
の

内
容
を

も
っ

て
、
本
契

約
は
更

新
さ
れ

る
も

の
と
す
る

。
 

2
甲
、

乙
い

ず
れ
か

が
契
約

内
容

の
変

更
ま

た
は
解

約
の
申

し
出

を
す

る
場

合
は
、

原
則
と

し
て

契
約

満
了

の
３
か

月
前
ま
で

に
書
面

に
よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

 
（
中
途
解

約
）

 
第

11
条

甲
ま
た
は

乙
は
、

第
９
条
の

定
め
る

期
間
で

あ
っ

て
も
、
相

手
方
へ

の
６
ヶ

月
前

の
予
告
を

も
っ
て

本
契
約

を
解

除
で
き
る

も
の
と

す
る
。

 
（
協
議
）

 
第

12
条

本
契
約
の

履
行
に

あ
た
り
、

本
契
約

に
定
め

の
な

い
事
項
お

よ
び
疑

義
が
生

じ
た

事
項
、
又

は
本
契

約
に
不

履
行

が
認
め
ら

れ
る
場

合
に
つ

い
て

は
、
甲
乙

協
議
の

上
解
決

す
る

。
 

（
合
意
管

轄
）

 
第

13
条

前
条
の
協

議
に
よ

っ
て

も
な

お
本
契

約
に
関

す
る

紛
争
が
円

満
に
解

決
で
き

な
い

場
合
は
、

甲
の
住

所
地
を

管
轄

す
る
裁
判

所
を
第

１
審
の

専
属

的
合
意
管

轄
裁
判

所
と
す

る
。

 
  
本
契
約
の

証
と
し

て
本
書

２
通

を
作
成
し

、
甲
・

乙
記
名

押
印

の
上
、
各

１
通
を

保
管
す

る
も

の
と
す
る

。
 

  
令
和

3
年

月
日

 
 

（
甲
）

住
所

名
古
屋

市
千

種
区
今
池

三
丁
目

１
番
３

号
 

氏
名

公
益
社
団

法
人
全

国
珠

算
学
校
連

盟
 

会
長

吉
田

松
雄

印
 

 
（
乙
）

住
所

○
○
県

△
△

市
・
・
・

町
・
・

・
・

 
氏
名

全
国
珠
算

学
校
連

盟
〇

〇
県
支
部

 
支

部
長

印
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令和２年度　第 8回答案審査会報告書

令和 2 年度　第 8 回検定試験答案審査会を行いましたので、その結果について、以下ご報告します。

１．日時：令和 3 年 2 月 10 日（水）10：00 ～ 12：30
２．場所：検定委員　自宅（オンライン開催）
３．審査対象検定試験：1 月 24 日施行の珠算・暗算検定試験
４．審査委員：検定委員 執行部役員 3 名、監事 1 名　出井検定委員長、岡田副会長、蓮井財務委員長、
　　古川監事
５．審査対象支部：１月検定受験支部から、6 支部を抽出、検定委員宅へ送付（秋田県・群馬県・山梨
　　　　　　　　　県・京都府・岡山県・沖縄県の各県支部）。答案を抜き取り審査。
　　　　　　　　　他に、総合 10 段及び種目別 10 段合格者のすべての答案について再審査。
６．審査結果：（特記事項など）
　　〈10段合格者31名すべての答案を再審査〉（珠算総合1名、種目別8名／暗算総合5名、種目別17名）

　・珠算総合 10 段合格者 1 名・種目別 10 段合格者 8 名すべて、合格承認。一部、数字と数字の間が
　　空いている答案も見受けられたが、1 文字以上ではないと判断され、合格。今後は注意してほしい。
　・暗算総合 10 段合格者 5 名・種目別 10 段合格者 17 名もすべて、問題なく合格承認。
　・総合 10 段合格者 6 名の内 3 名が既に珠算・暗算いずれかの総合 10 段取得しており、名人位確定。
　・以上、10 段合格者の答案審査結果を、支部長経由、該当の教場責任者へ連絡。
　　<10 段合格者以外の審査 >

　・コンマの付いていない答案に ( 〇 )、コンマの位置が所定の位置に記入されていない答案に ( 〇 )
　　本来 ( × )。
　・見取算の場合、訂正後の答えを問題蘭に記入している答案、矢印や問題番号のない答えに ( 〇 )、　
　　本来 ( × ) 訂正後の答は、答の欄に記入ができない場合は、欄外に矢印や問題番号を付けて記入する。
　・判読不能の数字を書いている答に（○）、判読できない数字が書かれている場合は本来（×）。
　・明らかに正解とは違う誤答に（○）を付けた採点ミスあり。
　・採点は正しくされているが、点数の集計を間違えている答案や、「成績表兼授与台帳」に記入する
　　際、実際と違う点数が記入されているケースあり。
　・いまだに、赤ボールペンでの一審のみの採点や、一審二審も赤ボールペンで採点、二審を青ボー
　　ルペンで採点していない教場あり。一審は赤、二審は青で、必ず（○・×）を付けて採点すること。
　・答の数字の上に、採点をしている教場あり。問題番号又は、回答右側の空いたスペースに採点を
　　すること。
　・秋田県につきましては、丁寧に適切な採点をされている。

　　以上、「第 8 回検定試験答案審査会」のまとめとして、以下のとおり会員各位へ答案採点注意事項
　　として、会報などを通じてお知らせとご協力をお願いする。

　・コンマの書き方（正しい位置・長さ・向きなど）をしっかり指導してほしい。
　・答の数字について、急いで書く場合でも判読できる数字をしっかり書く様に、指導して欲しい。
　・採点をする際、○×が、答えに重ならないように問題番号又は、回答の右側に採点（〇・×）記入。
　・一審は赤、二審は青のボールペンで採点をして、二審はより注意深く一審に誤りがあれば
　　正してほしい。
　・採点後、点数の集計や「成績表授与台帳」に記入の際、点数は正しく記入をしてほしい。
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令和 2年度 第 9回答案審査会報告書（算数能力検定試験）

　第 79 回算数検定の答案審査会を行いましたので、その結果についてご報告いたします。

１．日時：令和 3 年 3 月 10 日（水）10:00 ～ 12:00
２．場所：各委員自宅（オンライン開催のため）	
３．審査対象検定試験：令和 3 年 2 月 21 日施行の第 79 回算数能力検定試験
４．審査員：執行部役員４名、監査１名
　（出井検定委員長、岡田副会長、蓮井財務委員長、大滝学系委員長、古川監事）
５．審査対象支部：10 支部をピックアップして答案審査
　（北海道、青森、長野、富山、静岡、三重、和歌山、佐賀、熊本、沖縄の各支部・地域）
６．審査結果：（特記事項など）
　・今回審査対象の富山県、和歌山県、熊本県、沖縄県は特に問題がなかった。
　・3 年生の 8 の問題で、「半径」を「半形」と書いてある解答を（〇）としていた。
　　本来は漢字間違いで（×）。
　・3 年生の 8 の問題で、「中心」を「中点」と書いてある解答を（〇）としていた。
　　本来は漢字間違いで（×）。

　・3 年生の 8 の問題で、 内に「2 倍」と書いてある解答を（〇）としていた。
　　 倍となっているので、 内には「２」のみを記入、本来は（×）。
　・3 年の 10 の問題で式の欄に＝まで書いてあって答えが書いていない答案があった。
　　「1.5 ＋ 0.8 ＝」は誤答で、本来は「1.5 ＋ 0.8 ＝ 2.3」、もしくは「1.5 ＋ 0.8」とすべき。　
　・4 年生の 1 の④の正答は「9」だが、少数点以下 2 桁の計算結果を意識して「9.00」と書いてある
　　場合も（〇）とする。
　・4 年生の 4 の③の正答は「5」だが、少数点以下 3 桁の計算結果を意識して「5.000」と書いてある
　　場合も（〇）とする。
　・5 年生の 9 の②の問題で、単位の書き違い（m³）や（cm²）の解答を（〇）としていた。
　　本来の単位は（㎝ ³）なので（×）。
　・5 年生の分数計算問題で約分してない解答を（〇）としていた。本来は式の部分は（×）。
　・6 年生 8 の問題で、2 行に渡る式の場合は途中の計算結果を記入する。
　　（例）　15 ÷ 30　　は（×）　本来は　15 ÷ 30 ＝ 0.5　　　ただし、1 行の場合は（〇）。
　　　　　200 ÷ 0.5　　　　　　　　　　200 ÷ 0.5 ＝ 400

　・単純な採点集計ミスが散見された。再審がされていないと思われるので、必ず再審まで実施すること。
　・台帳には級の記入があるが、答案には未記入が多いので必ず答案にも級を記入する。
　　　
　　　以上、「第 9回検定試験答案審査会」のまとめとして、以下の事柄について会員各位へ
　　算数検定答案採点注意事項として会報などを通して通知することとする。

　・答えに単位が書かれていない、もしくは単位が間違っている解答を（〇）にしている採点が多く
　　発生している。単位記入が必要な答えの場合は、必ず単位を確認して採点するようお願いしたい。
　・まだ、単純な採点集計ミスが散見された。再審がされていないと思われるので、必ず再審まで実
　　施すること。
　・台帳には級の記入があるが、答案には未記入が多いので必ず答案にも級を記入すること。
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小黒珠算教室
新潟大学附属長岡中学校二年生

松田 祐奈

今まで暗算や珠算を合わせると何十
回も検定試験を受けてきました。特
に珠算のかけ算はなかなか満点を取
ることが出来ず、何度も練習をしま
した。「今回はいけたかもしれない」
と思ったら本当に十段に合格し、と
ても嬉しかったです。
　これからも練習を頑張っていきた
いです。

はやしそろばん総合学園
宮城県石巻市立石巻中学校　二年生

林　春貴

これまで何度も試験に挑戦しました。
十段の賞状をいただいた時は、毎日
練習を積み重ねてきて良かったと心
から思いました。
十段をとるという一つの目標が達成
できたので、今後は、さらに上を目
指して努力を続けていきたいです。

（珠算 10 段・暗算 10 段取得）名人位称号授与　喜びの声
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竹島珠算簿記学校
竹島　愛理

　このような名誉ある認定証を頂け
ますこと、大変嬉しく思います。
　これまでご指導くださった先生を
はじめ、支えてくれた両親、共に練
習してくれる仲間に恵まれているこ
とに感謝し、これからも目標を持ち
続け珠算に取り組んでいきたいと思
います。

お問い合わせは

こちらから→

（珠算 10 段・暗算 10 段取得）名人位称号授与　喜びの声
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●

LINEビデオ通話でご相談しながら
商品をお見せできます
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合
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challenge!!そろばんも算数もだいすき！！
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無料お試し
申し込み受付中！
無料お試し
申し込み受付中！

そ
ろ
ば
ん
学
習
用
デ
ジ
タ
ル
教
材

そ
ろ
ば
ん
学
習
用
デ
ジ
タ
ル
教
材

「
ス
タ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
」

「
ス
タ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
」

・生徒がゲーム感覚で学ぶことができます。
・かけ算・わり算・みとり算の３種を用意。
・デジタル教材の最大のメリット、採点の自動化により
　指導時間の確保ができ、時間を効率的に使えます。

そろばん学習用デジタル教材

「スタートドライブ」

詳しくはツーネットホームページをご覧ください

アバカスボール新発売
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≪編 集 後 記≫

▽桜の開花が次々と発表され春の訪れを感じる季節になりました、会員の皆様は新年度に向け新
たな準備に取り組んでいられることでしょう。しかしながら今年に入っても新型コロナの感染が
全国各地で確認され、変異ウィルスまでも確認される事態となってきました。
ワクチン接種に期待が高まり日本でも医療従事者の皆様から順に始まりスケジュールも想定され
ていますが、供給量の関係でまだ先になるのではとの報道もあります。今後も今まで通り基本的
な感染防止対策を行っていきましょう。

▽ 2 月 28 日に理事会・支部長会が開催され事業計画ならびに収支予算書の承認をいただきました。
支部長会のオンラインは初めてでしたが通信状況に問題なく進めることが出来ました。全日本珠
算技能競技大会ですが 9 月 19 日オンラインで開催することになり、連盟としても初めての試みと
なり、検討会や準備会を重ねてまいりますのでご協力の程宜しくお願い致します。生徒たちの目
標でもあるイベントのひとつですし先生方にとっても指導に一段と身が入ることでしょう。都道
府県代表として頑張って欲しいと思います。
　もうひとつの活動、全国集合研修会並びに創立 60 周年記念式典は今年度中止となりました、会
員同士の貴重な意見交換や交流の場として開催できる日を楽しみにしていた皆さんも多かったと
思います。新型コロナが終息した際には盛大に開催したいと思っております。

（広報委員長　杵鞭博昭）

▽寒さも次第にやわらぎ、日増しに暖かくなり卒業式・入学式のシーズンとなりました。去る 2
月 28 日には予算理事会、全国支部長会が開かれ、新年度の事業計画や収支予算について活発な審
議を経て承認され、4 月 1 日より新年度がスタートします。
　然しながら今年もコロナ禍により昨年と同様に卒業式の中止、その後の同窓会、送別会、歓迎
会などのイベントもことごとく自粛になっています。多感な若者にとって人生に 1 度しかない機
会を奪われ、行動も制限され、報われないのは本当に気の毒だと思います。
▽東日本大震災から 10 年の月日が流れた今年、震災で命を救われた少女が就職の時期を迎え、テ
レビを通じてメッセージを発していました。「震災から 10 年いろいろな人に支えられてここまで
育ててもらった。ありがとうの感謝の気持ちしかない。就職して生かされた命はこれまで自分を
支えてくれた社会に恩返しするために使いたい。だから私はコロナには絶対負けない。」
▽学校連盟もこれまですばらしい会員の皆様に支えられて珠算業界の発展に寄与されてきたと聞
きます。これからも会員の皆様が手を取り合ってお互いに感謝の気持ちを伝えあい、支え合って
コロナに負けない学校連盟になってもらいたいと思います。そのために少しでもお役にたてるよ
う今後とも、先生方のご指導、ご鞭撻を宜しくお願い致します。

( 本部事務局　日比野）


